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「要望を真摯に受け止め可能な限り対応する」 
～COVID-19対応緊急要望への学長名回答届く（4/14）～ 

山口大学教職員組合が 4月 10日（金）午後に、新型コロナウイルス感染症防止対策についての緊急申入れ

（11項目の要望）を行った後、同日夕刻には山口大学から「第 11報」が出されました。さらに、4月 12日

(日)には学長から学生への呼びかけが WEB上で行われ、4月 13日（月）には吉田地区での学生等への注意喚

起表示・消毒液設置・教室のドア等開放を始めとする対応を強化した上で授業が開始されました。 

 しかし、山口市在住者の感染確認が続き、13日には山口市が小・中学校休校を決める等、危機感が強まる

中、山口大学は結局、13日午後 3時から開催した臨時部局長会議で翌 4月 14日（火）からの対面授業中止

を決定しました。4月 13日の山口大学の授業開始風景等はテレビで全国に放送され、ツイッターでは大学の

対応に不満をつぶやく学生の声が飛び交っていました。 

 なお、組合の申入れに対する大学からの回答（２頁に掲載）は 4月 14日に届きました。

組合からの申入れを受けた形での対応を例示した上で、申入れについて「真摯に受け止

め、その他の要望についても可能な限り対応する」との回答となっていました。 

 

 

 

 

 

 

「医療資材確保についての提案」を提出（4/15） 
～組合は教職員等の命と健康を守るために取り組みます～ 

 組合は続いて４月 15日（水）に附属病院での医療資材確保についての提案（３頁に掲載）を行

いました。これは全国的にも大きな問題になっている医療現場での必要な資材の深刻な不足が山

口大学でも起きていることを踏まえて大学・附属病院として可能な限り対応することを提案した

ものです。附属病院で「マスクは１週間に１枚」を余儀なくされ消毒液の設置もままならないという窮状

を、教職員のみならず市民・県民にも訴えて協力を呼びかけつつ、政府・企業等との「交渉」を強めること

が求められています。 

 

日本看護協会看護職への危険手当支給等を国に要望（4/3） 
日本看護協会は４月３日（金）に行った記者会見で政府・厚労省等への様々な要望と現在の危機的状況を

訴えていますが、４月 10日（金）には西村特命担当大臣に看護師への危険手当支給等を求める要望書（4頁

に掲載）を提出しました。「医療従事者は、自身が感染する、自身が感染の媒介者になる

かもしれない不安や恐怖を感じながら職務にあたっています」として、感染者等に対応

した看護職への危険手当支給と宿泊が必要な場合の宿泊費補助を要望しています。 

 COVID-19 対応等についての不安・ご意見など組合にお寄せください  

全教職員配布 

☞☞☞教員の声 「朝令暮改はやめてほしい」 

今回の山口大学の対応は疑問です。いきなりオンラインに切り替えよといわれても、具体的な指示

が乏しく戸惑っています。準備のできたところから追々始めるなどという曖昧なことではなく、また教員

に丸投げするのではなく、大学として責任を持って指示を出してほしいものです。（G） 
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COVID-19緊急要望への回答 
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附属病院長等への提案 
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日本看護協会要望 


